
湖南市教職員業務改善ポリシー 

教育の質を高め、子どもと向き合う時間を確保する働き方改革 

～超過勤務 月45時間超の教員割合の３割削減をとおして～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【STEP1】＜自己改革＞ 

 私たち教職員自身の意識改革を進めます。「しなくてはいけない」基準が、学校教育目標達成のためか、

教職員自身の満足感のためか、子どもたちにとって本当に必要なことなのかを自分に問います。 

【STEP2】＜学校（現場）改革＞ 

『学校全体で組織的な改革』を進め、教職員にとって本当の意味で居心地の良い職場（ワーク・ライフ・

バランスを大切にする集団）作りに取り組みます。 

【STEP3】＜地域・保護者連携＞ 

地域・保護者の理解と協力も得ながら、『湖南市教育の質の向上』を目指します。 

湖南市教育委員会 

湖南市教職員 

働き方改革 

業務改善 

・超過勤務時間の把握と改善 

・教員業務支援員の配置 

・時間外電話システム構築  

・学校行事等の精選 

・部活動改革 

・徴収金業務の改善   等   

 

 

意識改革 

・ワーク・ライフ・バランス研修 

・同僚性の構築 

・意識アンケートの実施 

・計画的な年休取得の奨励 

・広報誌等による啓発   等 
『業務改善（ハード）』と『意識改革

（ソフト）』の両輪を、バランスよく

回転させながら加速的に進めます。 

教職員の働き方改革が進むと期待される効果 

先生に時間の 

余裕ができ、 

健康が維持できる 

自分を磨く時間・ 

教材研究をする時間が

増える 

授業の質が 

向上する 

子どもと向き合う

時間が増える 

子ともたちが輝く 

魅力ある学校となる 改革は子どもの姿を 

思い浮かべながら 

進めます！ 


